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 平成１５年３月期  第１四半期業績概況                    平成１４年７月２５日 
 
上場会社名 株式会社  な  と  り （コード番号： ２９２２  東証第二部） 

（ＵＲＬ  http://www.natori.co.jp/ ） 

問合せ先 経理部長 小 林  眞 （ＴＥＬ： (０３) －５３９０－８１１１） 
 
 
 
 １．四半期連結損益計算書等の作成等に係る事項 
 

① 財務諸表等の作成に際して準拠した基準 ：（ 中間連結財務諸表規則 ） 

・  会計処理方法の変更の有無 ：   無 

・  中間決算等と異なる会計処理の有無 ：   有 

   （ 法人税等の計上基準 ）法定実効税率をベースとした計算を

おこなっております。 

② 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：   無 

③ 公認会計士又は監査法人による関与の有無 ：   無 
 
 
 
 ２．平成１５年３月期第１四半期の業績概況（平成１４年４月１日 ～ 平成１４年６月３０日） 
 
 
  (1) 経営成績（連結）の進捗状況 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

当期(四半期) 

純 利 益 
         百万円    ％         百万円    ％         百万円    ％         百万円    ％ 
1 5年3月期第1四半期 7,609 (   4.5) 601 (   5.1) 601 (   5.5) 345 (△ 5.6) 

1 4年3月期第1四半期 7,279 (   1.9) 572 (△12.3) 569 (△ 9.6) 365 (  10.5) 

( 参 考 ) 1 4 年 ３ 月 期 30,158  1,604  1,592  978  
 

 １株当たり当期純利益 
潜 在 株 式 調 整 後 

１株当たり当期純利益 

           円   銭          円   銭 

1 5年3月期第1四半期        25   50          － 

1 4年3月期第1四半期        49   02          － 

( 参 考 ) 1 4 年 ３ 月 期        75   39          － 

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。 
 
 

 春先には、経済指標の一部に回復の兆しが見られましたが消費者物価は１９９９年から３年

連続で下落、本年に入っても下げ止まりの傾向はみられません。デフレの進行は販売価格の下

落や人件費負担の増大等企業経営に大きな影響を与えております。 

 当四半期の加工食品業界や小売業界では、昨年発生しましたＢＳＥ(狂牛病)問題に端を発し

た企業不祥事の余波に続いて、食品の安全性の観点から指定外食品添加物を使用した食品、基

準値を超える農薬残留食品問題が発生し、商品の回収と再発を防止するための確認作業等お客

さまの信頼を回復するための諸施策が実施されました。 

 このような状況のもと、なとりグループは、新３カ年中期経営計画(３－５プランVER２)を
発進させ安全性の再確認をおこなうと共に新商品として梅製品(新ねり梅・焼き梅カレンダ

ー・梅スッキリ甘い)、カップおつまみ(帆立貝柱燻製・干し貝柱・小魚)の販売開始、大手小

売業との共同開発を進める一方、チーズ鱈発売２０周年の感謝を込めて３０％増量販売を開始

しました。当第１四半期はアッと言う間の桜前線北上や食品添加物問題発生による消費者の菓

子離れ、信用不安による問屋・小売店の不振等厳しい販売環境にありましたが引き続き販売体

制及び生産・品質管理体制の強化を図るとともに研究開発の拠点とする食品総合ラボラトリー

(Ｒ＆Ｄセンター)の第一期建設に着工し(竣工予定平成１５年３月)開発型企業としてなとりブ

ランド力の強化を図って参る所存であります。 

 これらの諸施策の結果、当四半期の売上高は７６億９百万円(前期比４.５％増)、損益面に

つきましては、畜肉・チーズ等の原料高の影響もあって売上総利益は２６億１９百万円(前期

比０.１％減)、販売費及び一般管理費は全社的コストダウン展開の成果もあり２０億１７百万

円(前期比１.６％減)となり、その結果営業利益は、６億１百万円(前期比５.１％増)、経常利

益は６億１百万円(前期比５.５％増)となりました。四半期純利益は、前期、子会社メイホク

食品㈱の第四期工場増築に伴う企業立地助成金８２百万円の特別利益がありましたので前期比

２０百万円(５.６％)減益の３億４５百万円となりました。 

 なお、市場の混乱するなかにあって連結子会社１０社は当四半期いずれも純利益を計上いた

しました。 

 製品群別売上高の状況は、水産加工品４３億４３百万円(前期比３.３％増)、畜肉加工品９
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億１６百万円(前期比８.５％減)、酪農加工品６億７８百万円(前期比１２.２％増)、農産加工

品１０億６５百万円(前期比１８.２％増)、惣菜品ほか６億４百万円(前期比６.９％増)となり

ました。ＢＳＥ(狂牛病)の余波を脱し切れない畜肉加工品のみ減収となりましたが、梅製品を

中心に農産加工品やチーズ鱈を中心とする酪農加工品は二桁台の増収となりました。また、惣

菜加工品では、洋風惣菜を扱う子会社㈱なとりデリカ、中華惣菜を扱う㈱好好飲茶の増収が貢

献しております。 

 なお、１株当たり四半期純利益は２５円５０銭(前期４９円２銭)となりましたが、この間昨

年５月の株式分割１：２、上場時におこないました公募１００万株ならびに本年２月におこな

いました株式分割１：１.２による株数増加の結果であります。 
 
 
 (2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 
１株当たり 

株主資本 

              百万円              百万円                  ％           円   銭 

1 5年3月期第1四半期 25,524  10,650  41.7         786   79 

1 4年3月期第1四半期 24,332  8,805  36.2         856   51 

( 参 考 ) 1 4 年 ３ 月 期 24,165  10,391  43.0         767   65 
 
 

 総資産が前年同期比１１億９２百万円増加しました要因は、この間公募増資による直接調達

１０億２３百万円、旧豊島工場跡地(東京都北区)売却収入１３億１３百万円ならびに連結剰余

金８億２２百万円をもって借入金１７億３１百万円の返済、ならびに当社子会社が賃借してお

ります事務所ビルおよび駐車場(東京都北区)を１０億８４百万円で取得及び｢いか｣を中心とす

る季節的要因によります原材料等在庫４億６９百万円の増加によるものであります。 

 株主資本の増加１８億４４百万円は既述のとおりであり、この結果株主資本比率は５.５％増

加の４１.７％となりました。また、１株当たり株主資本が６９円７２銭減少しましたが、上場

時の公募増資１００万株ならびに本年２月におこないました株式分割１：１.２による発行済株

式数の増加によるものであります。 
 
 
 
 【連結キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動に よる 

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動に よる 

キャッシュ・フロー 

財 務 活 動に よる 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

              百万円              百万円              百万円              百万円 

1 5年3月期第1四半期 △    584  △  1,512  691  109  

1 4年3月期第1四半期 －  －  －  －  

( 参 考 ) 1 4 年 ３ 月 期 1,348  854  △  1,523  1,514  

(注) 第１四半期における「連結キャッシュ・フロー」は、当第１四半期が作成初年度であります。 
 
 

 連結キャッシュ・フロー計算書は、第１四半期ベースでは当第１四半期より作成を開始して

いるため前年同期との比較をおこなっておりません。 
 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 当四半期の税引前純利益５億９４百万円、減価償却費１億７３百万円双方で７億６７百万円

となりましたが、当期は主要原材料であります「いか」の海外委託加工仕入等により季節的な

在庫として５億９百万円増加したこと、未払消費税等１億４９百万円減少ならびに法人税等の

支払４億７４百万円等により５億８４百万円の資金を使用しております。 
 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 既述の事務所ビル、駐車場の取得ほか賃借していました社員寮の取得等有形固定資産の取得

１４億３７百万円の結果１５億１２百万円の資金を使用しております。 
 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 在庫資金ほか８億９３百万円の短期借入調達をおこない、長期借入金１億３２百万円の約定

返済の結果、６億９１百万円となりました。 

 当四半期は営業活動、投資活動共活発な資金需要状況にあり、期首の１５億１４百万円の現

金及び現金同等物は１億９百万円となりました。 
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 (参考１)四半期個別経営成績等の概況（平成１４年４月１日 ～ 平成１４年６月３０日） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
              百万円              百万円              百万円              百万円 
1 5年3月期第1四半期 7,072  467  491  280  

 
 総 資 産 株主資本 

              百万円              百万円 
1 5年3月期第1四半期 21,396  9,850  

 
 
 
 ３．平成１５年３月期の連結業績予想（平成１４年４月１日 ～ 平成１５年３月３１日） 

 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 
１ 株 当 た り 

予想当期純利益 
              百万円              百万円              百万円           円   銭 

中 間 期 15,800  850  400         29   55 

通 期 32,500  1,850  880         65   01 
 
 

① 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える

不確実な要因に係る仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大

きく異なる結果となる可能性があります。 

② 当第１四半期を終えた時点での見通しは、売上高については畜肉製品が伸び悩んでおりま

すが水産・酪農・農産・惣菜とも増収傾向にあり新商品の投入並びに拡販努力により達成す

る見込みであります。殊に農産加工品(ねり梅・焼き梅・枝豆・焼きとうもろこし等)に注力

しており、また、子会社㈱なとりデリカの洋風惣菜、㈱全珍の揚げ物製品が堅調に推移する

見込みであります。損益面につきましては、新商品の投入と製造原価圧縮により通期売上総

利益率を０.４％アップの３４.７％を計画(当四半期実績は３４.４％)ならびに販売費及び一

般管理費比率の０.２％削減の２８.８％を計画(当四半期実績は２６.５％)しており、営業利

益１９億２７百万円(前期比２０.１％増)、経常利益１８億５０百万円(前期比１６.２％

増)、退職給付会計基準移行時差異の最終年度償却６１百万円を特別損失処理の結果、当期純

利益は８億８０百万円(前期比１０.１％減)の見通しであります。 
 
 
 
 (参考２)平成１５年３月期の個別業績予想（平成１４年４月１日 ～ 平成１５年３月３１日） 

１株あたり年間予想配当金 
 

予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 
中間 期末  

              百万円              百万円              百万円    円  銭    円  銭    円  銭 

中 間 期 14,800  750  350    5  00    －    － 

通 期 30,300  1,673  775     －   5  00  10  00 
 
 

 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不

確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後

様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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〔添付資料〕 

・ 四半期連結(要約)損益計算書 

（単位：千円、端数切捨て） 
当第１四半期累計 前第１四半期累計 前 連 結 会 計 年 度 

平成14年４月１日から 

平成14年６月30日まで 

平成13年４月１日から 

平成13年６月30日まで 

平成13年４月１日から 

平成14年３月31日まで 

                期          別   

 

 

  科          目 金        額 百分比 金        額 百分比 金        額 百分比 

  ％  ％  ％ 

Ⅰ 売 上 高 7,609,608 100.0 7,279,677 100.0 30,158,160 100.0 

Ⅱ 売上原価 4,989,689 65.6 4,655,852 64.0 19,806,225 65.7 

 売上総利益  2,619,919 34.4 2,623,824 36.0 10,351,934 34.3 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,017,975 26.5 2,050,891 28.1 8,747,871 29.0 

 営 業 利 益  601,944 7.9 572,933 7.9 1,604,063 5.3 

Ⅳ 営業外収益 28,210  32,297  148,406  

Ⅴ 営業外費用 29,057  35,359  160,262  

 経 常 利 益  601,097 7.9 569,871 7.8 1,592,206 5.3 

Ⅵ 特別利益 10,952  82,826  1,178,254  

Ⅶ 特別損失 17,803  16,780  893,338  

 税引前四半期(当期)純利益 594,245 7.8 635,916 8.7 1,877,121 6.2 

 調整後法人税等 244,480  269,208  889,365  

 少数株主利益 4,542  1,172  9,077  

 四半期（当期）純利益 345,222 4.5 365,535 5.0 978,678 3.2 
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・ 四半期連結(要約)貸借対照表 
（単位：千円、端数切捨て） 

当 第 １ 四 半 期 末 前 第 １ 四 半 期 末 前連結会計年度末 

（平成14年６月30日現在） （平成13年６月30日現在） （平成14年３月31日現在） 

                期          別   
 

  科          目 金        額 構成比 金        額 構成比 金        額 構成比 

   ％  ％  ％ 

 （ 資 産 の 部 ）        

Ⅰ  流動資産        

１. 現 金 及 び 預 金  1,281,727  1,222,590  2,179,641  

２. 受取手形及び売掛金  5,110,466  5,263,147  5,010,948  

３. た な 卸 資 産  5,119,239  4,804,551  4,587,370  

４. そ の 他  305,406  409,516  298,600  

 流動資産合計   11,816,840 46.3 11,699,805 48.1 12,076,561 50.0 

Ⅱ  固定資産        

１. 有 形 固 定 資 産  12,372,698  11,371,164  10,788,876  

２. 無 形 固 定 資 産  107,698  76,470  69,957  

３. 投 資 そ の 他 の 資 産  1,227,382  1,184,760  1,230,543  

 固定資産合計   13,707,779 53.7 12,632,396 51.9 12,089,377 50.0 

 資 産 合 計   25,524,620 100.0 24,332,201 100.0 24,165,939 100.0 

        

  （ 負 債 の 部 ）        

Ⅰ  流動負債        

１. 支払手形及び買掛金  3,857,652  3,568,309  3,588,141  

２. 短 期 借 入 金  4,267,540  5,583,000  2,852,000  

３. 
一年以内に返済予定の 

長 期 借 入 金 

 

 
564,867  1,519,117  555,417  

４. 未 払 法 人 税 等  244,480  269,587  474,373  

５. 設 備 支 払 手 形  326,714  122,766  13,821  

６. そ の 他  1,231,718  1,327,287  1,781,546  

 流動負債合計   10,492,974 41.1 12,390,068 50.9 9,265,300 38.3 

Ⅱ  固定負債        

１. 社 債  100,000  －  100,000  

２. 長 期 借 入 金  2,898,749  2,460,039  3,040,399  

３. そ の 他  1,210,965  516,562  1,201,018  

 固定負債合計   4,209,714 16.5 2,976,601 12.2 4,341,417 18.0 

 負 債 合 計   14,702,688 57.6 15,366,670 63.1 13,606,717 56.3 

        

  （ 少数株主持分 ）        

 少数株主持分  171,366 0.7 159,664 0.7 167,569 0.7 

        

  （ 資 本 の 部 ）        

Ⅰ  資    本    金   1,225,125 4.8 713,125 2.9 1,225,125 5.0 

Ⅱ  資 本 準 備 金   1,540,923 6.0 1,029,923 4.2 1,540,923 6.4 

Ⅲ  連 結 剰 余 金   7,885,002 30.9 7,062,981 29.1 7,631,000 31.6 

Ⅳ  その他有価証券評価差額金  － － － － △      4,980 △  0.0 

Ⅴ  自  己  株  式   △        485 △  0.0 △        163 △  0.0 △        416 △  0.0 

 資 本 合 計   10,650,565 41.7 8,805,866 36.2 10,391,651 43.0 

 負債、少数株主持分及び資本合計 25,524,620 100.0 24,332,201 100.0 24,165,939 100.0 
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・ 四半期連結(要約)キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円、端数切捨て） 

当第１四半期 前連結会計年度 

平成14年４月１日から 

平成14年６月30日まで 

平成13年４月１日から 

平成14年３月31日まで 

                           期          別   

 

  科          目 
金        額 金        額 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー     

   １．税金等調整前四半期(当期)純利益 594,245  1,877,121  

   ２．減価償却費 173,384  782,391  

   ３．受取利息及び受取配当金 △       487  △     3,956  

   ４．支払利息 22,584  110,363  

   ５．売上債権の増加額 △    99,518  △   134,278  

   ６．たな卸資産の増加額 △   509,452  －  

   ７．たな卸資産の減少額 －  441,891  

   ８．仕入債務の増加額 232,620  －  

   ９．仕入債務の減少額 －  △   259,698  

   10．未払消費税等の増加額 －  234,418  

   11．未払消費税等の減少額 △   149,054  －  

   12．役員賞与の支払額 △    10,000  △    10,000  

   13．その他 △   342,164  △   528,101  

            小          計 △    87,843  2,510,153  

     
   14．利息及び配当金の受取額 541  4,200  

   15．利息の支払額 △    22,826  △   104,713  

   16．法人税等の支払額 △   474,794  △ 1,061,208  

   営業活動によるキャッシュ・フロー △   584,923  1,348,431  

     

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー     

   １．有形固定資産の取得による支出 △ 1,437,496  △   580,836  

   ２．有形固定資産の売却による収入 －  1,313,986  

   ３．投資有価証券の取得による支出 △     7,047  △    26,767  

   ４．投資有価証券の売却による収入 －  4,381  

   ５．その他 △    67,675  143,377  

   投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,512,220  854,142  

     

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー     

   １．短期借入金の増加額 893,000  －  

   ２．短期借入金の減少額 －  △ 2,030,774  

   ３．長期借入金の減少額 △   132,200  △   508,910  

   ４．社債の発行による収入 －  98,604  

   ５．株式の発行による収入 －  1,001,798  

   ６．自己株式の取得による支出 △        68  △       253  

   ７．親会社による配当金の支払額 △    68,297  △    82,951  

   ８．少数株主への配当金の支払額 △       745  △       745  

   財務活動によるキャッシュ・フロー 691,689  △ 1,523,231  

     

Ⅳ．現金及び現金同等物の増加額 －  679,343  

Ⅴ．現金及び現金同等物の減少額 △ 1,405,454  －  

Ⅵ．現金及び現金同等物期首残高 1,514,541  835,198  

Ⅶ．現金及び現金同等物四半期末(期末)残高 109,087  1,514,541  

     
(注) 第１四半期における「連結キャッシュ・フロー計算書」は、当第１四半期が作成初年度であります。 
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・ セ グ メ ン ト 情 報 
 

事業の種類別セグメント情報 

当社及び連結子会社は、主に食品加工品事業を主な事業内容としており、当第１四半期における当該事業区分の連

結売上高及び営業利益は、いずれも全セグメントに占める割合が 90％超であるため、事業の種類別セグメント情報

の記載を省略しております。 

 

所在地別セグメント情報 

当第１四半期において本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はあ

りません。 

 

海外売上高 

当第１四半期において海外売上高はないため、該当事項はありません。 

 

 

・ 販 売 の 状 況 
 

販売実績 

（単位：千円、端数切捨て） 

当第１四半期 前第１四半期 前連結会計年度 

平成14年４月１日から 

平成14年６月30日まで 

平成13年４月１日から 

平成13年６月30日まで 

平成13年４月１日から 

平成14年３月31日まで 

        期       別  

 

 

 

  区       分 
金        額 

前 年 同 

四半期比 
金        額 

前 年 同 

四半期比 
金        額 

   ％  ％   

水 産 加 工 製 品 4,343,512  3.3 4,204,750  4.3 17,251,400  

畜 肉 加 工 製 品 916,952  △  8.5 1,002,312  21.9 3,849,349  

酪 農 加 工 製 品 678,886  12.2 605,182  8.2 2,724,520  

農 産 加 工 製 品 1,065,548  18.2 901,551  △ 19.4 3,790,196  

惣 菜 製 品    他 604,708  6.9 565,880  △  7.3 2,542,693  

合        計 7,609,608  4.5 7,279,677  1.9 30,158,160  

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

 

・ そ の 他 
 

該当事項はありません。 

 


